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佐
渡
奉
行
所
の
西
三
川
金
山
役
で
あ
っ

た
辻
藤
左
衛
門
（
１
６
１
１
～
52
）
は
、

寛
永
６
（
１
６
２
９
）
年
６
月
に
佐
渡
奉

行
と
し
て
着
任
し
た
伊
丹
播
磨
守
が
西
三

川
を
巡
検
し
た
際
、
砂
金
山
に
至
る
ま
で

の
道
や
橋
の
補
修
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ

し
て
奉
行
に
同
行
し
、「
砂
金
稼
ぎ
は
水

流
し
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
用
水
を
整
備

し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
峠

の
頂
上
に
溜
池
を
普
請
す
れ
ば
、
旱
魃
の

時
に
も
用
水
に
差
支
え
が
な
く
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
砂
金
の
上
納
も
増
す
で
あ
ろ

う
」
と
、
砂
金
稼
ぎ
の
道
理
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

こ
の
提
案
は
た
だ
ち
に
伊
丹
奉
行
に
採

択
さ
れ
、
溜
池
の
普
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
左
衛
門
は
、
普
請
人
足
に
対
し
て
は
潔

白
・
公
平
、
し
か
も
憐れ
ん

憫び
ん

を
も
ち
な
が
ら

接
し
た
の
で
、
普
請
は
順
調
に
進
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

こ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
藤
左
衛
門
は
、

筋
金
の
管
理
を
行
う
運
上
屋
役
と
な
り
、

慶
安
２
（
１
６
4
９
）
年
６
月
に
は
相
川

の
町
を
治
め
る
町
奉
行
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
藤
左
衛
門
の
「
政
事
清
廉
に

し
て
人
の
賂
を
受
け
ず
、
言
行
相
応
に
し

て
理
非
分
明
な
り
」
と
い
う
性
格
が
仇
と

な
り
、
同
僚
の
侮
あ
な
ど
り
に
遭
う
こ
と
も
多
く
、

上
役
と
も
対
立
し
、慶
安
４
（
１
６
５
１
）

年
９
月
小
木
番
所
に
左
遷
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
佐
渡
奉
行
所
留
守
居

役
と
対
立
し
た
藤
左
衛
門
は
、
相
川
へ
の

引
き
上
げ
命
令
を
拒
否
し
、
翌
年
３
月
蓮

華
峰
寺
に
立
て
こ
も
り
、
自
害
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
小
比
叡
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
事

件
で
す
。
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―立残山（左下）や虎丸山（右中央）など砂金稼場周辺には、多く
の溜池がある。（笹川十八枚村砂金山絵図より）

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

田中優子法政大学総長シンポジウム
　江戸時代の佐渡金銀山に焦点をあて、金銀山の歴史にからめて市民の
関心が高い「文化」をテーマにシンポジウムを行います。

日 　 時	 ６月 20 日㈯　午後７時～９時 30 分
会 　 場	 国指定史跡　北沢浮遊選鉱場跡（相川北沢町）
	 ※雨天時：相川体育館（相川栄町）

内 　 容
○午後7時～８時　基調講演
　　講師　法政大学総長　田中 優子　氏
　　演題　『内からの目、外からの目』
○午後８時～８時30分　伝統芸能披露　鬼太鼓（春日鬼組）、相川音頭（七浦民謡研究会）
○午後８時30分～９時30分　パネルディスカッション
　　コーディネーター　田中 優子　氏
　　パネラー　　　　　松田 祐樹　氏（佐渡芸能伝承機構）、中野 奈美子　氏（風待ちの会）、
　　　　　　　　　　　佐渡市長　甲斐 元也
定 　 員	 200 人（先着順）
お申し込み	 ５月 18 日㈪から受け付けを開始します。市役所本庁・各支所・行政サービスセンターに設置

する申込チラシにより、市役所世界遺産推進課までお申込みください（電話申込も可）。
主 　 催	 佐渡市
共 　 催	 佐渡を世界遺産にする会、佐渡を世界遺産にする新潟の会、佐渡を世界遺産にする首都圏の会
お申し込み・お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　登録推進係　☎６３－５１３６　FAX６３－６１３０

田中優子氏


